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巻 頭 の 辞
Nihil est in  intellectu,
quod non prius fuerit in sensu.
— J . Locke
Nihil est in rebus,
quod ante non fuerit in verbis.
  A. M. Peshkovsky
 DYNAMIsも 第2号 を刊行す る運びになった。 またこの講
座か ら2名 が無事博士課程に進学す ることになった。共に慶
賀すべきことである。山口は本年 を以てこの大学を去 るが、
この紀要の周 りにあった諸君が、やがてこの講座の趣旨を周
縁領域 に止 めることなく、中心領域 として独 自の学問体系を





あ と が き
 まず、DYNAMIs, Vb1.2の 編集が予定通 り終了 したことの喜びを関係者一同と分か
ちあいたい と思います。 そ して、 このDYNAMIs, Vol.2を 山 口巖先生の退官記念号
として刊行 させていただきたい とい う申 し出をご快諾いただいたμ」口先生に感謝 を
申し上げたい と思います。
 山口先生のことはわ ざわ ざご紹介するまで もないと思いますが、山口先生に親 し
く接 した ことのある人は誰 しも、私たちにとっての山 口先生 は、学問の精神 を重ん
じ、常に独創的な研究を発表 してお られ る国際的な学者 としてだけではなく、温厚
な人柄 と思いや りのある行動 と人間的な魅力の持ち主でもあることを否定す る人 は
いないで しょう。
 言語学者 としての山 口先生は、ロシア語学や一般言語学についての数々のこ著作
によって知 られています。なかんず く、十九世紀 ドイツの哲学者 フンボル トの言語
哲学に心酔 し、 自らもネオフンボルテ ィアンと自任 してお られます。先生の学問的
な守備範囲の幅は広 く、ロシア語学や ドイツの言語学的な伝統はい うに及ばず、 ソ
シュールやプラーグ学派の言語学にも精通 してお られます。そ して、ギリシア語、ラ
テ ン語な どの古典語のご造詣 も深 く、 日本では比較言語学 に精通 してい る数少ない
学者 の一人 と伺ってお ります。そ して、先生の業績は、ロシア年代記の翻訳から、一
般言語学的な射程を持っ動詞意味論の研 究まで、歴史、文化、言語、文学の全領域
に及び、最近では内容類型学の研究 によって 日本の言語学界に新風 を巻き起 こした
ことは、学界の等 しく認めるところであると、見聞の狭い私の耳にも入った くらい
であります。私は言語学の専門家ではあ りませんが、 この一年間山 口先生の こ謦咳
に親 しく接 して得た印象は、山 口先生 は、単なる個別言語の言語学者ではなく、言
語の持つ構造 と論理を究明することをこよな く愛する、言語 の哲学者(aphilosopher
of language)と い うのに相応 しい先生だ と思います。 これは先生の講義 に出席 した
り、先生の論文や著書を読んだ りした ことのある人なら、きっと同感で しょう。 い
や、例え先生の学問に親 しく触れることの少ない人で も、山 口先生は どんな先生で
す か と聞 くと、 山口先生は どんなこ とで も誠心誠意力を尽 くし、教官だけでな く、
162
事務官やパー トの人 にも配慮を忘れず、ほんとうに学生が大好きで、よく気配 りを
す る先生だ とい う答 えが返 ってきます。そ して、先生の研究室はいっも開放的で自
由な雰囲気 に包 まれ、たとえまったく知 らない人 でも、気軽 に先生に話 し掛けたり、
そこを出入 りした りすることができます。
 1993年 教養部から人間 ・環境学研究科に配置換えにな られ る前か ら、先生は新 し
い研究科の設置準備 に関わ り、本研究科の設立に大 きく貢献 され ま した。そ して、
研究科ができてか らも、研 究科の組織運営に携わ り、本研究科の よき伝統 を創 り上
げただけでなく、最 も優秀 な人材を擁 し、自由で活発な研究が展開 され ている本講
座の基礎 を作 られ ました。そ して、私 自身着任 してか らの一年間は、毎 日のように、
山口先生のご指導 と貴重な助言をいただいてまい りました。 も し先生のご指導がな
かったら、私は本 当に何 もできなかったで しょう。 これか ら、講座運営 とい う、私
には荷が勝 ちす ぎるほどの大役 を、先生か ら仰せつか りましたが、私にできること
は、ただただ講座全員 と一致団結 して、山口先生の創 られた素晴 らしい学問的な伝
統 と、善意 と友情に満ちたこの共同体を守ってい くこと以外 にはあ りませ ん。
 最後にな りま したが、DYNAMIs, Vo1.2の ために原稿を寄せて くだ さった、山口先
生を始め、執筆者全員に感謝を申し上げたい と思います。そ して、献身的な努力で
編集 の重責を全 うした越智君には感謝 の言葉 もあ りません。一言だけ 「ご苦労様で
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